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　6月 18日、老人福祉会館「玉鶴」で、下松市ボランティ

ア連絡会第3部会による「第17回玉鶴ふれあい芸能ショー」

が開催されました。

　福祉施設等への慰問活動を行っている団体が趣向を凝ら

し、歌や踊り、和楽器演奏、紙芝居、手品、朗読劇と、各

団体の特色を活かした芸能を披露しました。

　観客の皆さんは披露される演目に拍手や声援で大変盛り

上がり、会場は笑顔があふれていました。
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くだまつ社協だより

令 和 ６ 年 度 　   下松市社会福祉協議会　  事  業 ・ 決 算 報 告
　近年、少子高齢化や単身世帯の増加、人口減少社会の進展、生産年齢人口の減少に加え、コロナ禍を経て関係性の希薄
化や弱体化が進む中、物価高騰と相まって、貧困や虐待、ひきこもり、孤独（孤立）死など、地域における生活課題は複雑化、
深刻化しています。
　このような中、下松市社会福祉協議会ではＳＮＳ等を活用した情報発信を開始し、福祉に触れやすい環境整備を行いながら、
様 な々関係機関・団体と連携し、住民を主体とした福祉活動や地域のつながりづくりに取り組みました。
　また、令和６年１２月よりコロナ特例貸付の滞納者について、電話連絡や面談などのアフターフォローを行い、借受世帯の自立・
生活再建を図るため個々の状況に応じた支援を行いました。
　こうした中、公私協働により誰もが住み慣れた場所で安心して暮らすことのできる「ともに生きる豊かな地域社会」の実現を
めざして、５項目の重点事業を掲げ、関係機関・団体・施設等との連携のもと、幅広い社会福祉事業・活動を着実に推進実
施しました。

住民参加と協働による地域づくりを通した地域共生社会の推進
　各地区社会福祉協議会や各種団体と協働し、ふれあい食事サービスや愛のバザー等を実施し、
住民の参加による地域づくりに取り組みました。また、お話し相手ボランティア講座や協議体委員研
修会等を開催し、地域共生社会の推進のための啓発や参加のきっかけづくりを行いました。

地域住民や関係団体との連携による見守りと支えあい体制の構築
　旗岡地区で認知症見守り声掛け体験会を実施し、地域住民との連携による見守り活動の推進に取
り組みました。また、住民相互の助け合い活動や３世代交流事業など地域性に応じた協議体活動を
展開し、支えあい体制の構築に取り組みました。

地域共生社会の実現に向けた包括的な支援体制づくりの強化
　生活困窮者自立支援事業、総合相談支援事業を通じ、関係機関と連携した包括的支援体制の構
築を図りました。また、コロナ特例貸付の償還に伴う相談支援に取り組みました。

その人らしい生き方・生活を尊重した在宅福祉サービス事業の実施
　訪問介護事業・日常生活自立支援事業について、生活課題を抱えた利用者や家族に寄り添いながら、
住み慣れた地域で安心して生活することができるよう支援を行いました。

組織体制、財政基盤強化への取り組み
　広報啓発活動の強化を行い、社協会費や寄付金などの自主財源の確保に努めました。また、
備品等の整理を行い職場環境の整備を行いました。

重 点 事 業
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くだまつ社協だより

支出総額　243,119,797 円 （単位：円）
科　目 決算額

法人運営事業 121,124,943
広報啓発事業 2,416,104
ボランティア等推進事業 838,597
福祉の輪づくり事業 653,714
地区社協育成事業 2,712,600
高齢者福祉支援事業 777,001
健康体力づくり事業 782,600
日常生活自立支援事業 7,380,428
成年後見支援事業 0
総合相談事業 444,553
地域活動組織支援事業 344,526
生活困窮者自立支援事業 17,509,670
介護支援ボランティアポイント制度事業 97,684
生活支援体制整備事業 7,672,734
認知症高齢者見守り事業 20,000
ふれあい・いきいきサロン等活動支援金事業 668,307
敬老事業 9,757,600
福祉号運行事業 1,413,479
助け合いサービス事業 291,223
活動助成・援護事業 1,860,973
共同募金配分金事業 6,431,878
子育て支援センター事業 9,156,013
老人福祉会館運営事業 11,521,524
福祉センター運営事業 4,459,541
資金貸付事業 3,647,185
基金運営事業 240,832
善意銀行運営事業 4,707,498
事業資金積立金運営事業 32,966
介護保険・障害福祉サービス事業拠点 26,155,624

支出合計 243,119,797

貸借対照表
資産の部 負債の部

流動資産 50,464,076 流動負債 21,456,865
・現金預金 47,879,950 ・事業未払金 20,747,055
・事業未収金 2,584,126 ・1 年以内返済予定リース債務 266,750
固定資産 366,100,684 ・職員預り金 443,060
　基本財産 96,393,474 固定負債 73,836,878
・建物 96,393,474 ・長期運営資金借入金 3,000,000
　その他の固定資産 269,707,210 ・リース債務 0
・車輛運搬具 5 ・退職給付引当金 70,836,878
・器具及び備品 1,088,075 負債の部合計 95,293,743
・ソフトウェア 286,000 純資産の部
・無形リース資産 266,750 基金 143,859,883
・長期貸付金 2,972,660 ・交通遺児等援護基金 24,851,997
・退職給付引当資産 70,836,878 ・老人福祉振興基金 5,000,000
・その他の基金積立資産 143,859,883 ・地域福祉振興基金 114,007,886
・その他の積立資産 50,086,959 国庫補助金等特別積立金 45,864,820
・出資金 310,000 その他の積立金 57,549,028

次期繰越活動増減差額 73,997,286
純資産の部合計 321,271,017

資産の部合計 416,564,760 負債及び純資産の部合計 416,564,760

収入総額　272,393,758 円 （単位：円）
科　目 決算額

会費収入 4,935,500
寄付金収入 6,856,547
経常経費補助金収入 102,424,566
受託金収入 72,042,254
貸付事業収入 214,000
事業収入 1,152,630
介護保険事業収入 13,718,921
障害福祉サービス等事業収入 5,421,034
受取利息配当金収入 318,815
その他収入 281,174
基金積立資産取崩収入 12,991
積立資産取崩収入 28,224,038
サービス区分間繰入金収入 16,626,131
前期末支払資金残高 20,165,157

収入合計 272,393,758

収支差引残高　29,273,961 円（次年度へ繰越）

決　算
一般会計資金収支計算書

（単位：円）

令和 6 年度 
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下松市社会福祉協議会の新役員が決定しました。

会長就任のごあいさつ
社会福祉法人　下松市社会福祉協議会　会長　白木正博
　このたび、6 月 24 日の理事会において下松市社会福祉協議会の会長に再任され、
引き続きその職責を担わせていただくこととなりました。会長職は今回で 3 期目、
通算 5 年目となります。これまで支えてくださった多くの皆さまに心より感謝申し上げます。
　少子高齢化や地域のつながりの希薄化など、福祉を取り巻く課題は年々複雑かつ多様化していま
すが、「ふれあい、支え合い、しあわせのまち下松の実現」をめざし、地域の皆さまの声に耳を傾け
ながら、現場に根ざした活動を進めてまいります。
　今後とも、皆さまの温かいご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

社会福祉法人下松市社会福祉協議会
役員（理事・監事）

会  　長  白 木 正 博  学識経験者

副 会 長  森氏加代子 下松市更生保護女性会 会　長

副 会 長  弘 中 靖 善  久保地区福祉協議会 会　長

常務理事  相本美重子 下松市社会福祉協議会事務局 参　与

古田尊子
田中　豊
三吉　武
脇田苗美
久保朝子
藤江旬仁
山村繁典

下松市連合婦人会 会　長
下松市自治会連合会 会　長
シニアクラブ下松 会　長
下松市障害者福祉団体連合会 会　長
まつぼっくりの会 会　長
下松市民生児童委員協議会 会　長
第 2しょうせい苑 施設長

井上明典
廣田　豊
石丸輝明
村田尚志
武居順二
小泉　敦
国重文男
合田健治
田村英司
谷佐恵子
藤井幸正
田中宏明
守田秀昭

東地区社会福祉協議会 会　長
西地区 〃 会　長
南地区 〃 副会長
北地区 〃 副会長
中央地区 〃 事務局長
旗岡地区 〃 民生委員
末武地区 〃 会　長
中村地区 〃 理　事
花岡地区 〃 会　長
東陽地区 〃 会　長
本浦地区 〃 会　長
江の浦地区 〃 会　長
深浦地区 〃 会　長

桑原健一
安野政行
野村卓志

下松市健康福祉部 部　長
下松商工会議所 専務理事
山口県司法書士会

【令和 7 年 6 月 2 4 日現在】
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石津理子
山本和美
野村洋子
市川三枝子
亀山雄樹
伊藤三奈
蔵田幸男
網本　渉
古村一味
清角　剛
世木　尚
川本大悟
清木健一

いきいきサロン清瀬
母子寡婦福祉連合会 会　長
認知症を支える会 副会長
子ども劇場くだまつ 事務局長
特別養護老人ホーム 松寿苑 施設長
保育協会下松支部 副支部長
光・下松保護区保護司会下松支部 副支部長
医師会  事務局長
保健推進員連絡協議会 会　長
小学校長会 会　長
中学校長会 会　長
労働者福祉協議会 副会長
快適環境づくり推進協議会 会　長

社会福祉に関する
活動を行う団体

福祉事業者
及び

福祉関係団体

地域福祉
推進団体等

理

　事

小田　修
藤村幸男
清水信男

下松市監査委員
米川地区社会福祉協議会 会　長
下松市シルバー人材センター 常務理事

監

　事

任期：令和 7年 6月 24 日から令和 9年度定時評議員会終結の時まで

任期：令和 7年 6月 24 日から令和 11 年度定時評議員会終結の時まで

社会福祉法人  下松市社会福祉協議会評議員

【令和 7 年 6 月 2 4 日現在】
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善意の花束善意の花束
　社会福祉事業のためにと、市民の皆さまから、善意銀行に忌明けその他の厚志を含めてたくさんの善意が寄せられました。
ここに厚くお礼申し上げます。なお、氏名・金額はご了承いただいた方のみ掲載しています。（順不同）

令和 7年 5月 1日～令和 7年 6月 30日　受付分

＜ 昭和町 ＞　匿　名　様 1,312 円

＜ 桃山町 ＞ ＜ 大手町 ＞　匿　名　様 1,417 円 ＜ 東　陽 ＞

藤井　仁志 様 1,000,000 円 玉鶴ふれあい芸能ショー参加団体　御一同様  小松　久代 様 20,000 円

（御尊父）五十三 様 20,000 円

＜ 本　浦 ＞ 累計　93,310 円 ＜ 生野屋 ＞　海野　康志郎 様

岡村　博子 様 100,000 円 優勝記念 車いす 3 台

（御母堂）東風浦　美惠子 様 日立製作所労働組合笠戸支部 様 累計　12 台

日立ハイテク労働組合笠戸支部 様 株式会社マルハン下松店 様 お菓子

山口県立下松高等学校 196,118 円 リングプル 7 件

　第 20 期卒業生有志　御一同様 累計　19,606,593 円 使用済切手 5 件

35,642 円

一 般 寄 付

指 定 寄 付

香 典 返し

物 品 寄 付

●
●
●
●
●

香 典 返 し 等
お  祝  い  返  し
イ ベ ン ト 寄 付
基  金  寄  付
特に名目のない寄付

亡くなられた故人の忌明けなどにご芳志の一部
長寿・退院・出産・入学・卒業などのお祝いの記念
バザー・催し物などの収益の一部
交通遺児・地域福祉振興基金などの基金積立寄付
お家の貯金箱に貯まった小銭等

　善意銀行とは、市民の皆さまから善意のこもった金銭や物品
をお預かりし、その善意をさまざまな地域福祉活動事業に役立
てることにより、社会に還元する仕組みです。例えば、ご寄付
いただいた車椅子は学校における福祉体験学習や住民の皆さ

まへの貸出事業で活用しています。社協事業を実施・展開する際には、皆さまよりお寄せいただいた寄付金を財源にして
いることを、利用者・参加者の方々に丁寧にお伝えするようにしています。
　下松市社会福祉協議会では、寄付の大切さを胸に抱き、皆さまとともに”笑顔あふれるやさしいまちづくり”に貢献した
いと考えています。

善意銀行のご案内

市民の皆さまからお預かりしました善意を、社会福祉事業のために、有効に活用させていただきます。

ご寄付いただいた方の了解を得て、社協だより「善意の花束」コーナーへ掲載し、ご報告させて
いただいています。
※ご希望により掲載しないことや、匿名様にすることもできます。

● 災害り災者への見舞金　　● 交通遺児への援助　　● 福祉関係団体・ボランティア団体への活動支援
● 福祉施設への支援   ● ひとり親家庭への支援   ● 各地区の敬老行事助成   ● 生活困窮者への支援

※なお、ご寄付にあたっては、税金の優遇措置が受けられます。

寄付の受付について

寄
付
の
種
類

寄
付
の
報
告
寄
付
金
の
活
用

1. 直接社会福祉協議会へご持参ください。
2. 銀行振込をご利用いただけます。事前にご連絡ください。（寄付申込書を FAX又はメールでご提出ください）　

善意銀行の趣旨をご理解いただき、皆さまのちょっとした気持ちを「善意銀行」に預けて、
明るいまちづくりにご協力くださいますようよろしくお願いいたします。

交通遺児基金
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活動紹介コーナー活動紹介コーナーの

会長：山本　誠一　
設立：昭和３９年４月１日

　南地区社協は、JR下松駅の南東に位置し、10自治会、約400世帯で構成されています。

地区の東側は、昔ながらの町並みが残りますが、駅に近い西側は再開発が進み、マンション

等ができ、活気が取り戻されつつあります。

　地域の伝統行事としては、住吉神社大祭が毎年5月に挙行され、地域一丸となってお祭

りを運営実施しています。

　しかし、地区内では少子高齢化が進み、年々地区での活動が難しくなってきているのが

現状です。そのような中、地区社協としては、10月には各自治会と

協力し、敬老会対象者に記念品の配布を行うとともに、ほしらんど

くだまつで開催される「愛のバザー」等市社協の事業に参加協力し

ています。

　また、77歳以上の独居配食サービスについては、ボランティア

グループつくしの会に調理をお願いし、年5回、民生委員・福祉員が

協力し、お弁当の配布を通じて地域の見守り活動に務めています。

会長：藤井　洋
設立：昭和３９年４月１日

　北地区社協は下松市のほぼ中央に位置し、自治会数も少しずつ増加しており、現在、柳か

ら切戸川沿いにさかのぼり若宮町までの26自治会、約2000世帯で構成されています。宮

田前会長から引き継いだ会長職も今年で10年目となり、秋に行われる北地区のメイン事

業である敬老会も継続して行っています。しかし、令和2年からの3年間は新型コロナウイ

ルスの影響で中止となり、2年前から復活して実施している式典も、出席者の減少等に頭

を悩ませています。色々なアトラクションもあり楽しめると思いますので、対象者の皆さ

んの一人でも多くのご参加を関係者・役員ともどもお待ちしています。

　また、柳地区で取り組まれている「柳ゆうゆうサロン」は節目の200回を超え、明るく楽しい雰囲気の中、

社会見学や毎回異なった講座の開催、俳句や言葉遊びなどを通して

認知症予防に取り組みながら元気に活動しています。切戸川の清掃

等も手伝ってくれており、大変助かっています。

　近年は世話人のご協力によりグラウンドゴルフ大会も開催して

います。

　今後も我々の活動が高齢者社会の一助となるよう努力してまい

ります。

山本会長

藤井会長
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くだまつ社協だより

訪問問介護介護員（パートタト イマー）職　　種

若干名採用人数

採用条件 次の条件を満たしている方
① 介護職職員職員初任初 者研修課課程修程 了
　（旧ホーームムヘヘルパー養成研修 2級2級2級級）
　 又は 介介護福護福祉士

② 普通自自動自動車免許

給与等、条件については市社協HPをご覧ください。

訪問介護介護員（パ トト職 種

訪問介護訪問介護員員
募 募 集集!!!!

高齢者、障障がい者などのお宅を訪問問
して、家事や介護のサービスを提供
します。

業務内容

・身体介護護（食事介助・清拭・入浴介助等）
・生活援助助（掃除・洗濯・調理・買い物買い 等）

　腹話術小鳩会では、夏休みに親子またはお孫さん
と一緒に参加できる、「腹話術と手品の講座」を 2
回開催します（おひとりでも可）。夏休みの良き思い
出に、申し込まれる人気の講座です。資料の準備の
ためにあらかじめお電話での申し込みをお願いしま
す。

8月24日（日）  10時～12時
下松福祉センター 3階　会議室
下松市西市二丁目 10番 16号
〇親子で楽しめるおもちゃの遊び方・
　選び方の紹介
〇おもちゃで遊ぶ、簡単なおもちゃ作り

3歳～小学校低学年と家族
※兄弟の参加はご相談ください。

20名（先着順）
無 料

遊遊ぼぼうう・・作作ろうろう
体験講座

参加者募集 !!参加者募集 !!

8月 6日（水）10時～11時30分
※1回目は 7月 30日（水）に開催されました。　

無 料
下松福祉センター 3階 会議室
下松市西市二丁目 10番 16号

スマイルクラブは、知的な障害がある人の休日
の余暇活動の場を作り、多くの人と出会い、社会
とのかかわりを増やす機会を作ることを目的にし
たものです。
令和７年度は計３回を予定しており、今回は第
１回目の募集をします。今後の予定については、
随時、社協だより等でお知らせいたしますので、
お楽しみに♪

9月28日（日）  10時～13時
下松福祉センター
下松市西市二丁目 10番 16号
音楽を楽しもう

700円程度

スマイルクラフ
メンバー・ボランティア募集中！

～ 一緒に楽しい時間を過ごしませんか ～

腹話術･手品腹話術･手品
色々 なおもちゃで

〒744-0078
下松市西市二丁目 10番 16号

申し込み・問い合わせ先

☎ 41-2242  41-2330下松市社会福祉協議会

空いた時間を有効活用しませんか。
私たちと一緒に働きましょう !!

申し込みはコチラ→
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次回発行は 11 月号です

くだまつ社協だより

職種・採用予定人員 一般事務　若干名

採用予定日 令和 8年  4 月  1 日
試　験　日 令和 7年10月  5日（日）

申し込み先及び問い合わせ先

受 付 期 間 令和 7年  7 月 28日（月）～９月19日（金）

〒744-0078　下松市西市二丁目１０番１６号
下松市社会福祉協議会　総務係　TEL 0833-41-2242

受 験 資 格

次のいずれにも該当する者
●地域福祉、社会福祉の推進に熱意があり、主体的に取り組む意欲のある者
●昭和56年４月２日以降に生まれた者で、学校教育法に規定する大学（短期大学を
除く。）を卒業した者

●普通自動車運転免許（AT限定可）所持者
●社会福祉士、精神保健福祉士、社会福祉主事任用資格、いずれかの資格を有する者
または取得見込みの者

試 験 案 内
・

申込書の配布場所

下松福祉センター（下松市西市二丁目１０番１６号）
1 階受付及び郵送による請求
※下松市社会福祉協議会ホームページからダウンロードできます。
※試験内容などの詳細については、必ず受験案内で確認してください。

　愛のバザーに寄せられた収益は、共同募金会を通じ、本市社協が行う地域福祉・在宅福祉サービス
事業や市内福祉施設・団体の活動資金として有効に活用させていただきます。

力をお願いします。ご協力をお願いします。

問い合わせ先　下松市社会福祉協議会　☎ 0833-41-2242

事業事業事事事事業業業事業事事事
ス

令和 7年９月14日（日）
ほしらんどくだまつ（下松中央公民館）

9時 30分～12時

下松市大手町２丁目 3-1のバザー
日 時

場 所

寄付物品の受付期間 ８月１日(金) ～９月10日 (水)
受 付 場 所 ●下松福祉センター ●下松中央公民館 ●市役所各出張所　　　

●末武公民館 ●中村総合福祉センター ●豊井公民館

に

取り扱います!!新品・未使用品のみ
受付する品物 日用雑貨類・小型家電・衣類・靴・かばん類・食料品・陶器類・おもちゃ


